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東
山
地
区
の
桜
と

ア
ル
プ
ス（
蓮
華
岳
）



　

令
和
8
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
43
億
9
，
7
0
0
万
円
で
、
前
年
度
の

49
億
7
，
1
8
5
万
3
千
円
と
比
較
し
て

5
億
7
，4
8
5
万
3
千
円（
11
・
6
%
）の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、近
年
の
予
算

規
模
と
比
較
し
て
も
、一
段
低
い
水
準
に
抑

制
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
歳
入

令
和
7
年
度
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
受

け
、
村
の
歳
入
の
大
半
を
占
め
る
地
方
交
付

税
が
前
年
度（
25
億
1
︐
0
1
0
万
円
）か
ら

約
1
・
4
億
円
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
村

債
は
防
災
行
政
無
線
等
の
公
共
事
業
が
完

了
し
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年
度
の
8
億
9
︐

5
1
0
万
円
か
ら
3
億
2
︐
4
5
0
万
円
へ

と
、
63
・
7
%（
5
億
7
︐
0
6
0
万
円
）
も

の
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
構
造

は
従
来
と
変
わ
ら
ず
の
依
存
財
源
が
歳
入
の

大
部
分
を
占
め
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
各
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
補
助
金
や
有
利

な
地
方
債
を
活
用
し
、
目
的
に
即
し
て
基
金

も
活
用
し
な
が
ら
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

◉
歳
出

《
産
業
振
興
》
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
出
荷

奨
励
金
の
交
付
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
老

朽
化
し
た
農
業
用
水
路
の
改
修
を
進
め
、
筑

北
産
農
産
物
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
防
除
お
よ
び
捕
獲
対
策

を
強
化
し
、捕
獲
し
た
個
体
の
ジ
ビ
エ
と
し
て

の
利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

《
健
康
・
福
祉
・
子
育
て
》子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
通
学
定
期
補

助
の
増
額
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、乳
幼
児
医

療
費
助
成
や
保
・
小
・
中
す
べ
て
の
給
食
費
無

償
化
、出
産
・
入
学
祝
金
の
支
給
な
ど
、本
村

独
自
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
継
続
し
ま
す
。あ

わ
せ
て
、高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

の
介
護
予
防
や
、が
ん
検
診
・
予
防
接
種
の
促

進
な
ど
、全
世
代
の
健
康
増
進
に
注
力
し
ま
す
。

《
生
活
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
》
村
道
や
橋
梁
の

「
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
将
来
的
な
コ

ス
ト
抑
制
を
見
据
え
た
計
画
的
な
修
繕
を
推

進
し
ま
す
。
除
融
雪
体
制
の
維
持
や
上
下
水

道
管
の
更
新
な
ど
、安
全
で
持
続
可
能
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、防
災
行
政
無

線
と
住
民
ア
プ
リ
の
連
携
を
深
め
、
災
害
情

報
の
伝
達
体
制
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
ま

す
。《教

育
》「
筑
北
太
陽
学
園
構
想
」
を
柱
に
、

I
C
T
環
境
の
活
用
や
地
域
資
源
を
活
か
し

た
特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
部
活
動

の
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、令
和
９
年
度
の
円

滑
な
ス
タ
ー
ト
を
見
据
え
、
体
制
構
築
に
向

け
た
準
備
を
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

総
じ
て
、
防
災
・
防
犯
か
ら
福
祉
、
産
業
振

興
ま
で
広
範
な
施
策
を
展
開
し
、「
村
民
を
ま

ん
な
か
」と
す
る
地
域
の
活
力
維
持
と
住
民
の

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
を
図
る
予
算
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
8
年
度
予
算
が
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
状
況

村債
324,500（7.5%）

村税
400,412（9.1%） 分担金・負担金

9,659（0.2%）
使用料・手数料
63,306（1.4%）
財産収入
29,454（0.7%）
寄付金
45,001（1.0%）
繰入金
327,676（7.5%）

繰越金
50,000（1.1%）

諸収入
59,095（1.3%）

譲与税等
175,646（4.0%）

普通交付税
2,285,743（52.0%）

特別交付税
80,000
（1.8%）

国庫支出金
331,055
（7.5%）

県支出金
215,453
（4.9%）

4,397,000
（　）内構成比
（単位：千円）

歳入歳入歳入歳入

自主財源
984,603（22.3%）

自主財源
984,603（22.3%）

依存財源
3,412,397（77.7%）

依存財源
3,412,397（77.7%）

議会費
53,837（1.2%）
総務費
685,016
（15.6%）

民生費
971,911
（22.1%）

衛生費
401,883
（9.1%）

農林水産業費
322,059（7.3%）

商工費
192,701（4.4%）

土木費
566,919（13.0%）

消防費
171,958
（3.9%）

教育費
415,316
（9.4%）

災害復旧費
13（0.0%）

4,397,000
（　）内構成比
（単位：千円）

歳出（目的別）歳出（目的別）歳出（目的別）歳出（目的別）

公債費
485,934（11.1%）

諸支出金
79,453（1.8%）

予備費
50,000（1.1%）

4,397,000
（　）内構成比 （単位：千円）

（性質別）
歳出歳出歳出歳出

人件費
1,033,551
(23.6%）

普通建設事業費
581,492
（13.2%）

災害復旧事業費
13(0.0%)

予備費
50,000(1.1%)

積立金
79,453
（1.8%）

繰出金
643,234
（14.6%）

公債費
485,934
（11.1%）

物件費
699,272
（15.9%）

維持補修費
76,895
（1.7%）扶助費

355,635（8.1%）
補助費等
391,521（8.9%）

令和8年度　筑北村一般会計当初予算歳出内訳
（歳出款別） （単位：千円、％）

区　分
令和8年度 令和7年度 比　較

主要事業
予算額 A 構成比 予算額B 構成比 Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

議会費 53,837 1.2 53,792 1.1 45 0.1

総務費 685,016 15.6 1,128,343 22.7 △443,327 △ 39.3 ＪＲ通学定期券補助4,250、住民記録システム標準化事業49,151、
第3次総合計画策定6,481

民生費 971,911 22.1 995,193 20.0 △23,282 △ 2.3 地域活動支援センター事業10,166、地域子育て支援拠点事業
9,123、非課税世帯エアコン設置補助事業2,692

衛生費 401,883 9.1 381,391 7.7 20,492 5.4 高齢者の保険事業と介護予防の一体的な実施事業10,284、高齢者
予防接種事業11,405、地球温暖化対策事業1,300

農林
水産業費 322,059 7.3 272,984 5.5 49,075 18.0 林道氷室線修繕工事53,697、有害獣防除・捕獲対策事業20,776、水

路等維持修繕工事20,000、松林健全化・森林病害虫防除事業27,378
商工費 192,701 4.4 171,879 3.5 20,822 12.1 商工会指導・地域振興補助金4,950、企業誘致事業5,784

土木費 566,919 13.0 536,573 10.8 30,346 5.7
向原住宅団地17号線改良事業84,300、橋りょう修繕工事
105,638、村道宮沢東線防災工事17,270、楡窪下線改良事業
24,079、河川浚渫事業18,700、単身用住宅建設事業11,000

消防費 171,958 3.9 195,957 3.9 △23,999 △ 12.2 防災力向上事業10,761、防犯灯新設・修繕7,515、消防団装備品更
新事業4,901

教育費 415,316 9.4 436,992 8.8 △21,676 △ 5.0
特色ある学校づくり推進事業（筑北太陽学園）1,000、給食費無償化
事業24,775、部活動地域展開推進事業4,010、公民館Wi-Fi環境整
備1,448、ふれあい広場修繕工事7,370

災害復旧費 13 0.0 13 0.0 0 0.0
公債費 485,934 11.1 488,525 9.8 △ 2,591 △ 0.5 償還元金446,017、償還利子39,917

諸支出金 79,45379,453 1.8 260,211 5.2 △180,758 △ 69.5 財政調整基金17,608、ふるさとづくり基金積立金45,091
予備費 50,000 1.1 50,000 1.0 0 0.0

歳出合計 4,397,000 100.0 4,971,853 100.0 △574,853 △ 11.6

♦歳出性質別経費から見る予算
性　質 前年度予算との比較

人件費 人事院勧告を踏まえた給与改定等により、対前年度比2,199
万円（2.2%）増の10億3,355万1千円となりました。

物件費

令和7年度に行われた情報システム標準化事業や防災行政無
線更新整備事業といった特定の大型事業が完了した結果、令
和7年度と比較して、9,231万4千円（11.7%）の減の6億
9,927万2千円となりました。

扶助費 医療給付予算の減少にともない、対前年度比116万1千円
（0.3%）減の3億5,563万5千円となりました。

普通建設
事業費

令和5年度から設備更新を進めてきた防災行政無線の公
共工事等が完了した結果、対前年度比3億6,181万8千円

（38.4%）減の5億8,149万2千円となりました。 

筑北村の人口（令和8年4月30日現在）

総人口総人口 3,842人
男男 1,906人
女女 1,936人

戸数戸数 1,751戸

編集　筑北村総務課
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370
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特別会計の予算状況

特　別　会　計 前年度予算との比較

国 民 健 康 保 険 会 計
令和8年度予算は、納付金や繰入金が減少する一方で、保険給付費の増加や
「子ども・子育て支援金制度」への法定拠出、基金への積立などにより、全体と
して前年度比381万3千円（約0.7％）増の5億4,305万1千円となりました。

介 護 保 険 会 計
令和8年度予算は、保険給付費が減少した一方で、地域支援事業費や総務
費が増加しました。これらに対し国庫補助金を活用した結果、予算総額は
前年度比345万1千円増（0.49％増）の7億1,217万4千円となりました。

温 泉 施 設 会 計
施設利用者の増や、国内の賃金・物価高騰の影響による施設維持管理費
の増によって、温泉施設会計で対前年比1,556万9千円（6.18%）増の2
億6,764万9千円となりました。

公営企業会計の予算状況
　上下水道事業は、経営成績や財政状況を正確に把握するため、令和6年度から地方公営企業として経営されてい
ます。

公営企業会計 前年度予算との比較（支出）

簡 易 水 道 事 業 会 計
支出総額は4億3,231万8千円で、前年度と比べ2,755万6千円（6.0％）の
減少となりました。これは、収益的支出が増えたものの、令和7年度に行わ
れた「（新）境無橋水道管添架工事」が完了し、資本的支出が大きく抑えら
れたことによるものです。

集 落 排 水 事 業 会 計
簡易水道事業会計の動きと同様に、本会計においても境無橋関連工事の
完了が資本的支出の大幅な減少に寄与しました。支出額は2億4,794万9
千円となり、前年度から4,476万2千円（15.3％）の減となっています。

合 併 浄 化 槽 事 業 会 計
浄化槽設置工事費の減少により、建設改良費全体が前年度の約1,858万円
から1,018万円へと抑制されたことが、事業規模縮小の主な要因となりま
した。支出額は9,535万9千円となり、前年度から1,001万8千円（9.5％）
の減となっています。 一般会計と特別会計

令和8年度　筑北村一般会計・特別会計　予算総括表令和8年度　筑北村一般会計・特別会計　予算総括表 （単位：千円、％）（単位：千円、％）

会　計　区　分 令和8年度
予算額

令和7年度
予算額 比　較 前年度比

一 　 般 　 会 　 計 4,397,0004,397,000 4,971,8534,971,853 △ 574,853△ 574,853 △ 11.6△ 11.6

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

公
営
事
業

バ ス 事 業 43,39743,397 31,47531,475 11,92211,922 37.937.9

国 民 健 康 保 険 543,051543,051 539,238539,238 3,8133,813 0.70.7

後 期 高 齢 者 医 療 111,387111,387 91,44691,446 19,94119,941 21.821.8

介 護 保 険 事 業 712,174712,174 708,723708,723 3,4513,451 0.50.5

温
泉
施
設

と く ら 温 泉 施 設 201,604201,604 189,399189,399 12,20512,205 6.46.4

差 切 峡 温 泉 施 設 41,87141,871 40,36540,365 1,5061,506 3.73.7

冠 着 温 泉 施 設 24,17424,174 22,31622,316 1,8581,858 8.38.3

小 計 （ 特 別 会 計 ） 1,677,6581,677,658 1,622,9621,622,962 54,69654,696 3.43.4

合計（一般会計＋特別会計） 6,074,6586,074,658 6,594,8156,594,815 △ 520,157△ 520,157 △ 7.9△ 7.9

筑北村一般会計と特別会計の予算規模

△11.6％ 2.9%

令和7年度 予算総額　65億9,481万5千円

令和8年度 予算総額　60億7,465万8千円

一般会計
49億7,185万3千円

特別会計（公営事業会計）
13億7,088万2千円
特別会計（公営事業会計）
13億7,088万2千円

特別会計（公営事業会計）
14億1,000万9千円
特別会計（公営事業会計）
14億1,000万9千円

特別会計（温泉施設会計）2億5,208万0千円特別会計（温泉施設会計）2億5,208万0千円

特別会計（温泉施設会計）2億6,764万9千円特別会計（温泉施設会計）2億6,764万9千円

一般会計
43億9,700万0千円

6.2%6.2%

令和8年度　筑北村公営企業会計　予算総括表 （単位：千円、％）（単位：千円、％）

収入・支出区分 令和8年度 予算額 令和7年度 予算額 比　較 前年度比

簡易水道
事業

収 益 的 収 入収 益 的 収 入 121,595 126,685126,685 △ 5,090△ 5,090 △ 4.0△ 4.0
資 本 的 収 入資 本 的 収 入 203,479203,479 225,579225,579 △ 22,100△ 22,100 △ 9.8△ 9.8

（ 収 入 合 計 ① ）（ 収 入 合 計 ① ） 325,074325,074 352,264352,264 △ 27,190△ 27,190 △ 7.7△ 7.7
収 益 的 支 出収 益 的 支 出 226,258226,258 219,885219,885 6,3736,373 2.92.9
資 本 的 支 出資 本 的 支 出 206,060206,060 239,989239,989 △ 33,929△ 33,929 △ 14.1△ 14.1

（ 支 出 合 計 ④ ）（ 支 出 合 計 ④ ） 432,318432,318 459,874459,874 △ 27,556△ 27,556 △ 6.0△ 6.0

集落排水
事業

収 益 的 収 入収 益 的 収 入 127,654127,654 124,757124,757 2,8972,897 2.32.3
資 本 的 収 入資 本 的 収 入 69,54169,541 117,132117,132 △ 47,591△ 47,591 △ 40.6△ 40.6

（ 収 入 合 計 ② ）（ 収 入 合 計 ② ） 197,195197,195 241,889241,889 △ 44,694△ 44,694 △ 18.5△ 18.5
収 益 的 支 出収 益 的 支 出 178,408178,408 175,579175,579 2,8292,829 1.61.6
資 本 的 支 出資 本 的 支 出 69,54169,541 117,132117,132 △ 47,591△ 47,591 △ 40.6△ 40.6

（ 支 出 合 計 ⑤ ）（ 支 出 合 計 ⑤ ） 247,949247,949 292,711292,711 △ 44,762△ 44,762 △ 15.3△ 15.3

合併浄化槽
事業

収 益 的 収 入収 益 的 収 入 37,40037,400 39,24339,243 △ 1,843△ 1,843 △ 4.7△ 4.7
資 本 的 収 入資 本 的 収 入 30,51130,511 38,38838,388 △ 7,877△ 7,877 △ 20.5△ 20.5

（ 収 入 合 計 ③ ）（ 収 入 合 計 ③ ） 67,91167,911 77,63177,631 △ 9,720△ 9,720 △ 12.5△ 12.5
収 益 的 支 出収 益 的 支 出 64,84864,848 66,98966,989 △ 2,141△ 2,141 △ 3.2△ 3.2
資 本 的 支 出資 本 的 支 出 30,51130,511 38,38838,388 △ 7,877△ 7,877 △ 20.5△ 20.5

（ 支 出 合 計 ⑥ ）（ 支 出 合 計 ⑥ ） 95,35995,359 105,377105,377 △ 10,018△ 10,018 △ 9.5△ 9.5

三事業合計
収 入 ① + ② + ③収 入 ① + ② + ③ 590,180590,180 671,784671,784 △ 81,604△ 81,604 △ 12.1△ 12.1
支 出 ④ + ⑤ + ⑥支 出 ④ + ⑤ + ⑥ 775,626775,626 857,962857,962 △ 82,336△ 82,336 △ 9.6△ 9.6

・収益的収支では、1年間の営業活動で発生した料金収入などの収益と、収入を得るために必要となった費用を表
し、その差から利益が計算されます。上下水道の場合、主に水道水の供給や排水の浄化に係る収入と費用が計上
されます。

・資本的収支では、施設の建設や更新に係る財源の収入とその支出を表します。当該年度に建設や更新された施設
は将来にわたって稼働するため、1年間の収入と費用を計上する収益的収支とは区分されます。

・収益的収支では、現金支出を伴わない減価償却費の影響により、資金不足となっています。資本的収支の不足分
は、この減価償却費などの内部留保資金で補てんしています。
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4
月
5
日
に
本
城
多
目
的
ホ
ー
ル

に
お
い
て
筑
北
村
消
防
団
入
団
式
及

び
辞
令
交
付
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
に
5
名
の
新
入
団

員
を
迎
え
、
消
防
団
活
動
に
従
事
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

式
で
は
、
新
入
団
員
代
表
者
が

力
強
く
宣
誓
を
行
い
、
団
員
総
数

1
4
9
名
で
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
活
動
服
の
更
新
を
行

い
、
団
員
の
環
境
改
善
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き

活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

消
防
団
で
は
、
随
時
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。申

し
込
み
・
お
問
合

せ
は
、
総
務
課

総
務
係
（
電
話

66
-2
1
1
1
）

ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
納
税
状
況
が
シ
ス

テ
ム
で
確
認
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

車
検
を
受
け
る
際
に
納
税
証
明
書
の

提
示
が
原
則
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
従
来
送
付
し
て
お
り

ま
し
た
納
税
証
明
書
の
送
付
を
終
了

し
ま
す
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
納

税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
特
に
口
座
振
替
で
納

入
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

①
納
付
後
、
１
ヶ
月
以
内
に
車
検
を

受
け
る
場
合

②
対
象
車
両
に
過
去
の
年
度
に
未
納

が
あ
る
場
合　

等

右
記
の
場
合
は
総
務
課
の
窓
口
で

納
税
証
明
書
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

電
話
66
-2
1
1
1

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

筑
北
村
消
防
団
入
団
式
及
び

筑
北
村
消
防
団
入
団
式
及
び

辞
令
交
付
式

辞
令
交
付
式

軽
自
動
車
税
完
納
証
明
書
の

軽
自
動
車
税
完
納
証
明
書
の

送
付
終
了
に
つ
い
て

送
付
終
了
に
つ
い
て

温泉施設無料入浴券をご利用ください温泉施設無料入浴券をご利用ください
日頃より、温泉施設をご利用いただき誠にありがとうございます。
村では、地域住民の健康増進と憩いの場としての利用を促進するため、無料入浴券をおひとり

3枚配布しました。
⃝利用できる温泉施設:「西条温泉とくら」「差切峡温泉坂北荘」「草湯温泉冠着荘」
⃝利用できる期限:令和9年3月31日（水）まで

【お問い合わせ先】企画財政課　電話66-2111

村長コーナー

「村民・真ん中」　あなたのご意見をお聞かせください。
村役場と坂井支所の二ヶ所に目安箱を新たに設置します。

皆様が安心して暮らせる村をつくるため、日頃の思いをお聞かせくだ
さい。
投書お待ちしております。

村長　鎌田欣子
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筑北村国民健康保険税 税率について筑北村国民健康保険税 税率について
　令和８年度の税率が、次のとおり決定したのでお知らせします。
　筑北村の国民健康保険税は、「医療分」「後期分」「介護分」により課税されていましたが、令和８年度より「子
ども・子育て支援金分」が新たに創設されます。
　また、長野県では保険料統一に向けて令和９年度までに資産割を廃止するロードマップが示されています。
　このため、筑北村では資産割の廃止に伴う対応として、令和６年度から段階的に税率を引き下げることとし、
税率について国保運営協議会で決定しました。保険税額は、５月下旬に決定し、６月以降に決定通知をお送りし
ます。

令和７年度 参　考

所得割 資産割 均等割
(1人につき)

平等割
(1世帯につき)

課税限度額
（１世帯）

医療分 7.20％ 20.00％ 26,000円 22,500円 660,000円

後期分 2.14％ 6.00％ 9,300円 8,600円 260,000円

介護分
(40歳～64歳の方) 2.10％ 7.00％ 9,000円 7,000円 170,000円

令和8年度 参　考

所得割 資産割 均等割
(1人につき)

18歳以上
被保険者均等割

平等割
(1人につき)

課税限度額
（１世帯）

医療分 7.20％ 10.00％ 26,000円 － 22,500円 670,000円

後期分 2.14％ 3.00％ 9,300円 － 8,600円 260,000円

介護分
(40歳～64歳の方) 2.10％ 3.50％ 9,000円 － 7,000円 170,000円

子ども・子育て
支援金分 0.28％ － 1,100円 100円 1,100円 30,000円

資産割　予定税率　　（単位：％）資産割　予定税率　　（単位：％）

６年度 ７年度 ８年度 ９年度

医療分 30.00 20.00 10.00 0

後期分 9.00 6.00 3.00 0

介護分 10.50 7.00 3.50 0

【お問い合わせ先】住民福祉課　住民係　電話66-2111

※資産割以外の税率については、
被保険者数、所得状況、医療費
の状況により決定します。

●令和８年度・９年度保険料率決定について

後期高齢者医療における保険料は、高齢化による医療費の増加に反映して、２年に１度見直しが行わ

れます。令和８・９年度の保険料率は、長野県後期高齢者医療広域連合の２月定例会の議決を受け、

次のとおり増額改定することになりました。保険料額は６月下旬に決定し、７月以降に決定通知をお送

りします。

保険料の改定は、後期高齢者医療制度の財政を安定的に運営するためのものです。

みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

令和６・７年度

均等割額 ４４，３６５円

所得割額 ９．４５％

賦課限度額 ８０万円

令和８・９年度

基礎賦課額 子ども・子育て支援納付金賦課額 ※新設

均等割額 ４８，８２７円 １，３３９円

所得割額 ８．８０％ ０．２５％

賦課限度額 ８５万円 ２万１千円

※保険料額は、収入・所得金額により異なります。

●子ども・子育て支援納付金額賦課額

「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律（令和６年法律第 47号）」により、子育てを社会全

体で支えるため、令和８年度から子ども・子育て支援金制度が始まります。

後期高齢者医療制度においても、保険料と併せて子ども・子育て支援金を納めていただき、これを財

源に子育て世帯への支援を行い、少子化に歯止めをかけ、日本の未来を支えるための制度です。

後期高齢者医療連合からのお知らせ

〈均 等 割 額〉
基礎賦課額 48,827円

子ども・子育て賦課額 1,339円

〈所 得 割 額〉
基礎賦課額

8 . 8 0 ％

0.25％

年間保険料額
（限度額 87 万 1 千円）

子ども・子育て賦課額

（所得－43万円）×
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【お問い合わせ先】住民福祉課 保健福祉係　電話66-2111【お問い合わせ先】住民福祉課 保健福祉係　電話66-2111

支援金の徴収の流れ

国
（支払基金）

子ども・子育て支援金制度 Q&A

「子ども・子育て支援金制度」って？

全ての世代や企業のみなさまから支援金を拠出いた

だき、子育て施策の拡充に充てるもので、こどもや子

育て世帯を社会全体で支える制度です。

どうして「支援金制度」が必要なの？

近年、少子化・人口減少の進行が加速していることか

ら、政府は令和５年 12 月にこども未来戦略「加速化

プラン」を策定し、総額 3.6 兆円の次元の異なるこど

も・子育て支援の拡充を実施することを決めました。支

援金制度はこれを支える財源の一部です。

収入が少なくても、
支払う必要があるの？
支援金は所得に応じて拠出いただきますが、医療保険

料と同様に、低所得の方に対する保険料軽減措置を設

けています。

納付 支援納付金 請求

納付 支援金

●被用者保険者

（健保組合、協会けんぽ等）
●市町村（国民健康保険）
●後期高齢者医療広域連合

賦課

注）国保、後期は

被保険者のみが負担

こども家庭庁ホームページ

「子ども・子育て支援金

制度について」

こども家庭庁公式 note

「最近話題の「子ども・子育て

支援金制度」について」

Q なぜ独身や高齢者も支払うの？

こどもたちは成長し、やがて社会保障制度の担い手

となることから、こどもの育ちを支える支援金制度

は全ての方にメリットがあるため、独身の方や高齢

者の方など全ての世代に加え、企業も含めた社会全

体で支える仕組みとしています。

現在

将来

将来は
支えられる
側に

支える

支える

成長して
支え手に

Q 支援金により負担が増えるの？

支援金の導入に当たっては、その裏側で社会保障の

歳出改革を行い、社会保険料の負担を軽減させ

るため、支援金による負担は相殺される仕組みに

なっています。このため支援金の導入による実質的

な負担はありません。

Q

A

A

A

Q

Q

1/2

事業主
1/2

被保険者

医療保険者

子ども・子育て支援金制度の詳細については、

上記 QR コードからご覧ください。

全世代が支援

A

A
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【 生ワクチン】 【不活化ワクチン】
乾燥弱毒生水痘ワクチン 乾燥組換え帯状疱疹ワクチン

(ビケン) (シングリックス )

助成回数 １回 ２回

助成額 3,000円×1回 6,000円×2回

例：接種費用8,000円の場合 例：接種費用20,000円の場合

　⇒自己負担額　5,000円 　⇒自己負担額　１回ごと　 14,000円

ワクチンの種類

医療機関の接種費用から助成額を差し引いた額
※接種費用は医療機関によって異なります。

自己負担額

接種期間 ： 令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

対 象 者 ： 筑北村に住民登録があり、次の➀または②に該当する方で、

過去に帯状疱疹の予防接種を受けたことがない方

➀令和8年度に次の年齢となる方

年齢 対象生年月日

65 歳 昭和36年４月２日生 ～ 昭和37年４月１日生の方

昭和31年４月２日生 ～ 昭和32年４月１日生の方

昭和26年４月２日生 ～ 昭和27年４月１日生の方

昭和21年４月２日生 ～ 昭和22年４月１日生の方

昭和16年４月２日生 ～ 昭和17年４月１日生の方

昭和11年４月２日生 ～ 昭和12年４月１日生の方

昭和 6年４月２日生 ～ 昭和 7年４月１日生の方

大正15年４月2日生 ～ 昭和2年４月1日生の方

70 歳

75 歳

80 歳

85 歳

90 歳

95 歳

100 歳以上

注）その年度に６５歳になる方が対象ですが、令和7年度から５年間の経過措置として、

７０．７５.８０．８５.９０．９５.１００歳になる方も対象です。

②60 歳以上 65 歳未満で、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能の障害があり
日常生活がほとんど不可能な方

接種場所 ： ➀ 筑北地域の医療機関 ・・・ 鳥羽医院・松林医院・玉井医院

② ①以外の医療機関
県内の「予防接種相互乗り入れ事業」に参加している医療機関

（詳しくは住民福祉課へお問い合わせください）

接種助成

今年度の対象者の方には、個別通知を郵送していますので、ご確認ください。

接種期間内（今年度中）に接種が完了するように、計画的に接種してください。

詳細は、住民福祉課保健師(電話66-2111)までお問い合わせください。

令和8年度
たいじょうほうしん

接種について帯状疱疹ワクチン

ワクチンの種類によって回数・金額が違います

令和 8 年度 筑北村こころの健康相談 ～カウンセリング・訪問相談のご案内～

村では、２ヶ月に１度、カウンセラーによる無料の個別カウンセリング、訪問等での相談を実施して

います。相談は予約制で、プライバシーを厳守し、困り事をじっくりとお聞きします。

◎カウンセリング日程

令和 8 年 5 月 22 日(金) 午後 6 月 22 日(月) 全日 9 月 25 日(金) 全日 11 月 24 日(火) 午後

令和 9 年 1 月 28 日(木) 全日 3 月 24 日(水) 午後

※全日は 10：00-12：00 及び 13:00-15：00 まで 午後は 13：00-15：00 までとなります

◎カウンセラー紹介

川嶋 真由子(かわしま まゆこ) ：臨床心理士、公認心理師

近隣の市町村行政や基幹相談支援センター等にて、主に福祉・子育て・教育などの

分野でのご相談に応じています。

＜ごあいさつ＞

『多様性を尊重しよう』というフレーズを耳にすることが増えましたが、

誰にとっても生きやすい社会となるには課題が沢山で、どんな方でも心や体の調子を崩すことがありま

す。カウンセリングで少し気持ちがラクになったと感じられたり、考えが整理されたりすることのお手伝い

ができればと思っております。

【予約・お問い合わせ先】住民福祉課　電話66-2111

県
内
で
は
、
毎
年
、
農
作
業
中
の

死
亡
事
故
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
高

齢
者
の
事
故（
特
に
ト
ラ
ク
タ
ー
や

乗
用
型
草
刈
機
に
よ
る
事
故
）
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
や
仲

間
同
士
で
声
を
掛
け
合
う
と
と
も

に
、
次
の
点
に
注
意
し
て
安
全
に
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

少
し
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ

に
作
業
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
事
故
防
止
の

注
意
点

・
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る
と
き

は
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
走
行
中
の
転
倒
や
転
落
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。（
直
角
カ
ー
ブ
、
鋭
角

カ
ー
ブ
、
坂
道
走
行
、
狭
い
道
幅
、

草
む
ら
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え

る
。）

・
歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
後
退
時

に
後
方
を
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
乗
用
型
草
刈
機
に
よ
る
事
故
防
止

の
注
意
点

・
作
業
前
に
障
害
物
や
作
業
の
支
障

に
な
る
枝
な
ど
が
無
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

・
斜
面
で
作
業
す
る
場
合
は
、
傾
斜

角
や
機
械
の
バ
ラ
ン
ス
に
十
分
注

意
し
、低
速
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁　

農
政
部
農
村
振
興
課

電
話
0
2
6
-2
3
5
-7
2
4
2

筑
北
村
役
場　

産
業
課
農
林
係

電
話
66
-2
1
1
1

５
月
は「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
」で
す

５
月
は「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
」で
す
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　梅雨入りの季節が近づいてきました。大雨が予想されるときは、事前に頭首工を閉めていただくようお願い
いたします。なお、降雨時は危険が伴いますので河川に近づくことのないようご注意ください。

1. 農業農村整備支援事業
土地改良施設の補修、改良等を協働で行う任意の団体に対し、必要な工事用原材料等を支給します。申請
書に必要な工事用原材料等の物品を記載し、事業開始の1月前までに申請してください。

2. 農作物振興交付金
以下の作物を、出荷量に応じて交付します。
1㎏あたり……………大豆120円、そば160円、小麦50円、雑穀50円、えごま160円
60㎏あたり…………はぜかけ米1,500円

3. 有害獣防除対策事業補助金
シカやイノシシなどの有害鳥獣から農作物を守るための電気牧柵等の購入費を、3分の2以内で補助しま
す。（※上限30万円）

4. 松くい虫被害防除対策事業補助金
所有者等が自ら実施、または委託して実施する、墓地や宅地で枯れている松の伐倒駆除や、松枯れ防止の
ための薬剤の購入費用を補助します。

5. 木質バイオマスの熱利用推進事業補助金
木材を燃料とするストーブまたはボイラーの購入費を、２分の１以内で補助します。（※上限５万円）

6. 有害獣防止柵設置事業
区または常会・住民組織・農業者等により構成されている団体等が、有害鳥獣被害防止のため、自ら防止柵
の設置事業を行う場合に資材を提供します。

頭首工管理のお願い

各種補助制度のお知らせ

事業の種類 補助対象経費 補助金額 限度額

伐倒駆除 伐倒処理１申請に要する経費

補助対象経費の
２分の１以内

100,000円

地上散布
年度内２回を限度とした、５月～７月
に実施する地上散布薬剤の購入経費

5,000円

樹幹注入 薬剤の１本の購入に要する経費 1,500円

【お問い合わせ先】産業課農林係　電話66‐2111
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今年も開催予定です！今年も開催予定です！

開催予定日：令和8年７月25日（土）開催予定日：令和8年７月25日（土）開催予定日：令和8年７月25日（土）開催予定日：令和8年７月25日（土）

夏まつりin筑北2026！夏まつりin筑北2026！

開催日程、会場、企画内容等は、筑北村まつり実行委員会で検討して参ります。

詳しくは決定次第、順次広報します。

出店をはじめとして、住民の皆様におかれましても、ご参加、ご協力の程

よろしくお願い致します！

※天候、世情等により延期や中止となる可能性もございますが、その場合は

速やかにお知らせ致しますので、予めご了承ください。

開催日程、会場、企画内容等は、筑北村まつり実行委員会で検討して参ります。

詳しくは決定次第、順次広報します。

出店をはじめとして、住民の皆様におかれましても、ご参加、ご協力の程

よろしくお願い致します！

※天候、世情等により延期や中止となる可能性もございますが、その場合は

速やかにお知らせ致しますので、予めご了承ください。

主催：筑北村まつり実行委員会　　事務局：筑北村産業課観光商工係
お問い合わせ先：電話66-2111

本年度も夏まつりの実施を計画しています本年度も夏まつりの実施を計画しています

筑北村民生活応援商品券の配布について
　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた地域住民の生
活支援と地域経済の消費拡大を目的とした商品券を配布いたします。

１．　配布金額　　村民お一人　25,000円
　　　　　　　　（500円券×20枚、1,000円券×15枚　）

２．　配布対象者　令和8年5月31日現在、筑北村の住民基本台帳に登録されている方

３．　配布方法　　郵便局のレターパックにて、各戸へ順次発送します

４．　配布予定日　令和8年6月末

５．　商品券の利用期間　　令和8年7月1日（水）～令和9年1月31日（日）

※取扱店や詳細については、今後ご周知します

【お問い合わせ先】産業課観光商工係　電話66-2111

【お問い合わせ先】建設課 上下水道係　電話66-2111
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1. 事業の内容等
⑴対象となる住宅は筑北村に所在し、昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅（１戸建ての住宅）で、現に

居住している個人所有の住宅です。
⑵木造在来工法（ツーバイフォー・木質プレハブ・丸太組・非木造は対象外）の住宅です。
※耐震診断については、国・県・村が費用負担をするため無料です。

1. 事業の内容等
⑴既存木造住宅に対し、村が実施した診断士による耐震診断の結果、総合評点が１．０未満で、耐震補強工事

を行うことにより総合評点が０．７以上かつ工事前の総合評点を上回る工事です。
⑵補助の対象となる経費は、耐震補強工事費、設計費及び補強計画（リフォームは対象外）に要する費用

です。
⑶補助対象に対する助成額
　・補助対象経費の２分の１に相当する額。ただし、その額が１１５万円を超える場合は、１１５万円を限度と

し、その額に１，０００円未満の端数があるときは、これを切り捨てた額とします。
　※R8年度まで県建設住宅課で最大50万円の補助が出ますので、次ページをご確認下さい。
　

1. 事業の内容等
⑴国道、県道、村道、農道及び法定外公共物（赤線）に面した、ブロック塀等（コンクリートブロック造、石造、

れんが造、その他倒壊・転倒の恐れがある塀の撤去を行う事）
⑵実施する工事費と撤去するブロック塀等の長さ、１ｍ当り9,000円を乗じて得た額のいずれか少ない

額の1/2の額。１敷地内につき10万円を限度とする。

道路に張り出した枝の切り取りのお願いです
村道等において、隣接する個人宅等や山林から道路上に枝などが張り出していることが見受けられます。
生垣等の緑は、生活に潤いを与えてくれる大切なものですが、公の場である道路まで伸びてしまった枝などは、道幅を

狭く感じさせ、通行上の安全を確保するうえで問題があります。
これらが原因となり、車両や歩行者に事故が発生した場合には、法律により所有者が賠償責任を負わなければならない

こともあります。
村では、私有地から道路に張り出した枝や葉は、土地所有者に所有権があるため、倒木などの緊急時を除き、勝手に切

ることができません。

次のような状況が見られる土地の所有者の方は、樹木の伐採、または枝払いをお願いします。
1　道路、歩道へ樹木が張り出している。
２　枯れ木、折れ枝などによる通行への支障がある、またはその恐れがある。
３　竹木の繁茂により通行への支障がある、またはその恐れがある。

それぞれの詳しい内容については、筑北村建設課（電話：66-2111）までお問い合わせください。それぞれの詳しい内容については、筑北村建設課（電話：66-2111）までお問い合わせください。

木造住宅耐震診断事業について木造住宅耐震診断事業について

木造住宅耐震補強事業について木造住宅耐震補強事業について

ブロック塀等防災対策促進事業についてブロック塀等防災対策促進事業について

耐震改修上乗せ補助のご案内
＜長野県住宅耐震化緊急加速事業補助金＞

〇対象になる方

〇申請方法

〇お問い合わせ先

〇補助額

（耐震改修に要する費用 － 市町村の補助額）

以下の両方に該当する方
住宅の耐震改修について市町村による補助の交付決定を受けた方
対象住宅における耐震改修後の総合評点が 以上となる方

以下のいずれかの方法で提出してください
ながの電子申請サービス・郵送・メール
・建設事務所、市町村窓口に提出
県庁郵送先：〒 長野市大字幅下 －

長野県庁建築住宅課指導審査係宛て
：

〇手続きの流れ

申請者
交付申請

工事着手

実績報告 補助金請求

長野県庁 建築住宅課 指導審査係
： － －
：
：

令和8年度まで市町村の耐震改修の補助金に上乗せで補助を行います！

↑ながの電子申請
サービスはこちらから

工事完了

県庁 審査・交付決定 審査・額の確定 支払い

※１ 交付決定に係る工事着手制限はありません。
※２ 交付申請時には市町村による補助金の交付決定通知の

写しの添付が必要です。

※１

※2
※4

※３ 工事完了までに交付申請を行ってください。
※４ 実績報告時には市町村による補助金の額の確定通知の

写しの添付が必要です。

※3

※2　耐震改修の設計費含む

最大 万円
※2

https://www.pref.nagano.lg.jp/kenchiku/taishin/taishinuwanosehojo.html

電話
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令和8年度自衛官等採用案内（抜粋）
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「長野県宿泊税」が６月から始まります
令和８月６月１日から長野県内に宿泊される方を対象に、１人１泊につき200円の宿泊税が課税されます。
宿泊税は観光コンテンツの充実や観光客の受入環境整備などの観光振興に活用させていただきます。皆様のご

理解・ご協力をお願いします。
⃝税額：定額制200円（令和11年６月以降は１人１泊300円）
⃝対象：宿泊料金が１人１泊6,000円以上の宿泊
⚠独自に宿泊税を課税する予定の市町村は税額が異なる場合があります。
※詳しくは特設サイトをご覧ください。https://nagano-syukuhakuzei.com/

お問い合わせ先　県庁観光スポーツ部　山岳高原観光課　電話026-235-7247
県庁総務部　税務課　電話026-235-7048

松本一日合同行政相談所を開設
⃝日時：令和８年６月９日（火）　10：30～15：30　※事前予約優先（予約期間５月21日（木）～５月29日（金））
⃝申込先：総務省長野行政監視行政相談センター　　電話026-235-0128
⃝開設場所：松本市勤労者福祉センター　1階大会議室（松本市中央4-7-26）
⃝参加機関：法務局、弁護士、税理士など
　※詳細は、当センターホームページにてお知らせいたします。

「総務省長野行政監視行政相談センター」で検索するか、QRコードをお読み取りください。

交通遺児育英会　奨学金制度
保護者等が道路における交通事故で死亡したり、重い後遺障害で働けないなど、経済的な理由で修学が困難な

高等学校以上の生徒・学生に対し奨学金を貸与することで、教育の機会均等を図り、社会有用の人材を育成します。
【概要】
１．保護者が交通事故で死亡・重度後遺障害となった家庭のお子様が対象
２．高校生上の生徒・学生に貸与
３．奨学金は無利息
４．奨学金　月額２万円～ 10万円（一部支給あり）
５．入学一時金　20万円～ 80万円（１年次１回限り・全額貸与）
６．返還は最長20年
７．入学前の予約申請制度あり（是非ご利用ください）
８．「海外語学研修」「奨学生の集い」など高校生向けの制度あり（本会が費用負担）
９．「学生寮」「家賃補助」など大学生・専修生向け制度あり

制度の詳細は、公益財団法人　交通育児育英会
電話03-3556-0773（直通）　0120-521286（フリーダイヤル）にお問合せください。
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11人の議員が発言…3月定例会11人の議員が発言…3月定例会
登壇順

（質問順） ～質問内容～ 議員名

１ １．東条ダムの安全性について
藤澤　光雄
（p24）

２

１．第 2 次内閣発足に合わせた閣僚に出された指示書の見解について
２．渇水問題について
３．村の文化財の管理や点検について
４．温泉施設の方向性について
５．とくら温泉のホームページや宿泊予約システムのリニューアルについて

若林　敬子
（p24）

３
１．財政力 UP に向けた取組
２．公共交通の利便性向上
３．防災計画の推進、災害時の対応整備について

勝田　　曻
（p25）

４

１．中山間地域の農業支援について
２．災害対策について
３．人口減少対策について
４．温泉施設の在り方に関する提言について

一之瀬茂幸
（p25）

５

１．役場の組織について
２．給食費無償化事業について
３．ごみ対策について
４．スポーツ施設の活用について

玉井　玲子
（p26）

６

１．令和８年度予算について
２．防災ラジオに AI アナウンサー活用ついて
３．歯の発達と給食について
４．高齢難聴者への補聴器補助について
５．総務省人材派遣事業について
６．村民から意見をもらう用紙の備え付けについて 
７．フルデマンドバス運行時期について

吉池昌昭
（p26）

７ １．温泉施設の今後のあり方と経営改善に向けた民間活力の導入について
千葉　和久
（p27）

８
１．旧キャダック（本城工業）跡地利用について
２．里山整備への助成金・補助金について
３．防災倉庫について

庄司　真実
（p27）

9
１．DX・デジタル化へ向けた総合戦略について
２．松本山雅ホームタウン制度登録について

山田　直幸
（p28）

10
１．工芸作品等のＰＲについて
２．筑北クローバープランについて
３．サッカー場の芝張替えなどの改修について

藤原　孝一
（p28）

11 １．副村長について
横山　　敬
（p29）

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370

今回の内容
●３月定例会一般質問
●審議事項及び結果
●建設産業常任委員会視察
●議員定数の検討を開始
●附帯決議について

令和8年5月21日発行

第第123123号号

議長　窪
くぼてら

寺 務
つとむ
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ム
本

体
に
か
か
る
土
圧
。

三
、
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
、
フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
の
影
響
に
よ
る
地
震
。

　
こ
の
三
要
素
が
重
な
っ
た
と
き
ダ
ム

の
損
壊
に
よ
る
重
大
な
災
害
が
起
こ
る

可
能
性
が
高
く
な
る
。

　
雨
や
地
震
は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
が
、

ダ
ム
本
体
を
健
全
な
状
態
に
保
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
ダ

ム
の
管
理
主
体
は
犀
川
砂
防
事
務
所
で

あ
る
が
、
村
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

建
設
課
長
　
東
条
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
、
異
常
気
象
、
地
震

リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
、
継
続
的
な
点
検

と
適
切
な
管
理
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
犀
川
砂
防
事
務
所
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
概
ね
5
年
に
一
度
専
門

業
者
に
よ
る
点
検
を
実
施
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
ま
た
、
令
和
4
年
ま
で
に
ダ

ム
湖
の
体
積
土
砂
の
除
去
工
事
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

村
と
し
て
も
必
要
に
応
じ
て
県
へ
の

維
持
修
繕
要
望
を
行
い
、
引
き
続
き
犀

川
砂
防
事
務
所
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
ダ
ム
の
状
況
確
認
を
行
い
地
域
の

安
全
確
保
に
努
め
る
。

質
問　

全
閣
僚
や
個
別
に
指
示
が
出
さ

れ
、
特
に
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
対

応
し
た
地
方
自
治
の
あ
り
方
や
検
討
を

進
め
る
と
あ
る
。国
に
ど
の
よ
う
な
政
策

を
打
ち
出
し
て
欲
し
い
か
を
伺
う
。

村
長
　
今
我
が
村
は
、水
道
水
が
枯
渇
し

て
い
る
。イ
ン
フ
ラ
へ
の
特
別
交
付
税
の

依
頼
。行
政
の
事
務
の
簡
略
化
を
国
主
導

で
行
う
こ
と
の
お
願
い
。人
口
減
少
に
対

し
て
は
交
付
税
を
く
だ
さ
い
と
い
う
お
願

い
を
、国
に
要
望
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
　
渇
水
の
現
在
の
状
況
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
長
　
坂
北
地
域
の
主
要
第
六
水

源
の
井
戸
が
2
月
10
日
に
水
位
が
基
準

値
を
下
回
り
、ポ
ン
プ
が
空
転
防
止
の
た

め
に
自
動
停
止
。一
時
的
に
取
水
が
で
き

な
い
状
況
と
な
っ
た
。井
戸
へ
の
負
荷
を

軽
減
す
る
必
要
か
ら
11
日
よ
り
取
水
量

を
制
限
、併
せ
て
村
民
に
夜
間
の
節
水
と

温
泉
施
設
を
休
館
す
る
対
応
を
行
っ
て

き
た
。対
応
策
と
し
て
3
月
12
日
よ
り
坂

北
の
中
村
ダ
ム
か
ら
、浄
水
装
置
を
通
し

て
取
水
し
、坂
北
高
区
配
水
池
へ
送
水
を

行
う
。浄
水
装
置
は
、1
日
50
ト
ン
の
浄

水
が
可
能
だ
が
、こ
の
量
は
坂
北
地
域
が

1
日
に
必
要
な
水
量
を
賄
え
る
量
で
は

な
い
。

　

今
後
の
渇
水
対
策
と
し
て
は
、ダ
ム
か

ら
の
取
水
・
浄
水
を
行
う
体
制
の
整
備
は

多
額
の
事
業
費
と
長
い
期
間
が
必
要
な

た
め
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
る
。本
城

地
域
栃
平
水
系
の
水
を
送
水
す
る
体
制

の
整
備
が
有
事
の
際
に
高
い
効
果
を
発

揮
す
る
と
考
え
る
。第
1
に
送
水
を
可
能

と
す
る
連
絡
管
整
備
工
事
の
実
施
。第
2

に
栃
平
水
系
の
配
水
池
の
増
設
に
よ
り
、

夜
間
の
余
剰
水
を
貯
留
で
き
る
体
制
の

構
築
。第
3
に
栃
平
ダ
ム
か
ら
の
取
水
お

よ
び
浄
水
場
の
整
備
。こ
の
よ
う
な
順
で

段
階
的
に
検
討
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

妥
当
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
村
の
文
化
財
の
保
護
や
管
理
を

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

教
育
次
長
　
文
化
財
の
管
理
は
、所
有
者

が
行
う
こ
と
が
原
則
に
な
る
。村
だ
け
で

な
く
、全
て
の
文
化
財
は
法
律
、条
例
等

で
規
定
さ
れ
て
い
る
。修
繕
等
に
は
費
用

が
か
か
る
の
で
、相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、

文
化
財
保
護
の
補
助
金
制
度
活
用
に
つ

い
て
ご
案
内
し
て
い
る
。

東条ダム

藤
ふじさわ

澤 光
みつお

雄

東
条
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ
い
て

高
市
首
相
の
指
示
書
に
つ
い
て

渇
水
問
題
に
つ
い
て

文
化
財
に
つ
い
て

若
わかばやし

林 敬
けいこ

子

質
問　

歳
入
増
・
歳
出
減
、
ど
ち
ら
に

政
策
の
軸
足
を
置
く
村
政
運
営
を
目
指

す
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
歳
入
も
歳
出
も
バ
ラ

ン
ス
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が
、重
要
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　
自
主
財
源
の
確
保
は
。

企
画
財
政
課
長
　
村
税
を
増
や
す
事
が

重
要
で
、自
主
財
源
は
4
割
で
、い
ら
な

い
施
設
は
削
減
等
も
検
討
、
企
業
進
出

等
法
人
税
等
の
増
額
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
期
待
、
施
設
の
使
用
料
の
見
直
し
な

ど
重
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
避
難
所
の
食
品
備
蓄
に
つ
い
て

伺
う
。

総
務
課
長
　
国
か
ら
の
支
援
物
資
は
4

日
か
か
る
の
で
、防
災
計
画
で
は「
住
民

の
皆
様
に
」
最
低
3
日
分
の
備
蓄
を
お

願
い
し
て
い
る
。

質
問
　
実
施
時
期
と
運
行
形
態
の
確
認

だ
が
、
戸
口
か
ら
戸
口
運
行
か
。

総
務
課
長
　
個
人
宅
を
目
的
地
と
し
た

場
合
は
、
目
的
地
が
利
用
者
登
録
さ
れ

て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
個
人
宅
間
の
運

行
経
路
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
目

的
地
が
利
用
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、最
寄
り
の
施
設
、ま
た
は
既
存
の
バ

ス
停
を
発
着
地
と
し
て
考
え
て
い
る
。詳

細
は
、運
行
事
業
者
と
協
議
し
、地
域
公

共
交
通
会
議
で
の
協
議
で
決
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
二
拠
点
生
活
者
・
観
光
人
口
も
、

登
録
し
て
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

質
問
　
災
害
が
万
が
一
、
起
き
た
時
の

周
知
を
伺
う
。

総
務
課
長
　
防
災
計
画
策
定
、そ
の
実

効
性
を
確
保
す
る
に
は
、
区
を
始
め
住

民
連
帯
、各
区
の「
自
主
防
災
組
織
」が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、情
報
伝
達
、安
否

確
認
、避
難
誘
導
等
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

質
問
　
小
中
学
校
防
災
訓
練
状
況
は
。

教
育
次
長
　
年
3
回
火
災
等
地
震
や
河

川
の
氾
濫
を
想
定
し
て
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

質
問
　
村
内
の
農
業
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
る
小
規
模
農
家
は
、
70
代
の
方
が

中
心
で
、
農
機
の
購
入
は
負
担
が
大
き

い
。
小
規
模
農
家
の
支
援
策
と
し
て
村

で
補
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
。

産
業
課
長
　
小
規
模
農
家
で
あ
っ
て
も

農
業
の
担
い
手
と
し
て
重
要
。
8
年
度

予
算
計
上
は
し
て
な
い
が
検
討
す
る
。

質
問　
「
筑
北
は
ぜ
か
け
米
」
は
村
の

強
み
に
し
て
い
く
事
が
重
要
。
作
業
は

重
労
働
で
あ
り
農
家
の
負
担
を
減
ら
す

為
、
大
豆
等
含
め
出
荷
奨
励
金
の
見
直

し
は
。

産
業
課
長　

8
年
度
の
出
荷
状
況
を
見

て
判
断
す
る
。

質
問　

学
校
体
育
館
等
の
指
定
避
難
所

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電

源
確
保
が
必
要
だ
が
。

教
育
次
長　

非
常
用
発
電
機
は
重
要
。

財
源
も
含
め
関
係
す
る
課
と
協
議
し
進

め
る
。

村
長　

村
も
検
討
し
た
が
小
学
校
は
建

物
構
造
の
面
で
厳
し
い
。
新
た
な
太
陽

電
池
も
含
め
検
討
す
る
。

質
問　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
移
住

者
を
呼
び
込
む
新
た
な
施
策
が
必
要
。

村
内
に
は
「
天
然
温
泉
の
宿
泊
施
設
」

「
お
い
し
い
食
事
処
」「
お
試
し
住
宅
」

が
あ
り
、
村
の
資
源
を
使
っ
た
「
一
泊

二
日
体
験
ツ
ア
ー
」
を
民
間
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
費
用
補
助
の
拡
充
、
2
日

間
の
滞
在
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
す
る
等
支

援
を
行
う
も
の
だ
が
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

民
間
と
の
取
り
組
み

利
用
の
公
平
性
等
、課
題
は
あ
る
。移
住

促
進
対
策
の
様
々
な
可
能
性
に
つ
い
て

優
先
順
位
を
見
極
め
、
財
政
面
も
含
め
、

総
合
的
に
判
断
す
る
。

質
問　

今
後
坂
北
荘
の
業
務
改
善
が
進

む
中
、
弁
当
、
折
等
は
村
民
に
と
っ
て

行
事
等
で
必
要
で
あ
り
、
重
要
な
売
り

上
げ
だ
。
各
施
設
の
7
年
度
の
販
売
状

況
と
、
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

観
光
課
長　

両
施
設
の
運
営
を
指
定
管

理
者
に
依
頼
し
て
い
く
中
で
、
指
定
管

理
者
と
調
整
し
、
お
弁
当
等
で
村
民
の

皆
様
に
迷
惑
が
掛
け
な
い
よ
う
進
め
る
。

財
政
力
ア
ッ
プ

小
規
模
農
家
へ
の
農
業
機
械
の
購

入
補
助
は

坂
北
荘
が
行
っ
て
い
る
弁
当
や
折

等
の
今
後
の
取
り
組
み
は

避
難
所
開
設
と
備
品

指
定
避
難
所
の
電
源
確
保
に
つ
い
て

公
共
交
通「
フ
ル
デ
マ
ン
ド
交
通
」

災
害
が
起
き
た
時
の
周
知

移
住
希
望
者
へ
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

勝
かつた

田　 曻
のぼる

一
いちのせ

之瀬 茂
しげゆき

幸
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質
問　

新
し
い
「
村
づ
く
り
推
進
室
」

は
何
の
た
め
に
、
ど
の
課
か
ら
変
更
し

て
設
置
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

村
長
　
筑
北
村
が
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き

方
向
を
見
極
め
る
た
め
に
設
置
す
る
。温

泉
施
設
の
あ
り
方
を
最
優
先
で
、工
業
誘

致
、社
会
福
祉
協
議
会
の
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
も
並
行
し
て
進
め
る
。企
画
財
政
課

の
中
に
設
置
す
る
。

質
問
　
役
場
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

村
長
　
議
員
経
験
の
中
で
何
か
違
う
と

こ
ろ
が
違
う
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
な
と
感
じ
て
い
た
。
徐
々
に
変
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
　
令
和
8
年
度
の
保
育
園
・
小
学

校
・
中
学
校
の
一
食
の
単
価
を
伺
う
。

教
育
次
長
　
保
育
園
は
3
0
0
円
、
小

学
校
は
3
7
0
円
、中
学
校
は
4
3
0
円
。

質
問
　
国
か
ら
の
補
助
は
一
食
に
換
算

す
る
と
2
6
0
円
に
な
る
。
筑
北
村
で

は
足
り
な
い
の
で
補
助
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
る
。
給
食
で
8
年
度
か
ら
変
わ

る
こ
と
は
あ
る
か
伺
う
。

教
育
次
長
　
保
育
園
の
年
少
・
年
中
・
年

長
の
主
食
の
ご
飯
が
村
か
ら
の
提
供
に

変
わ
る
。

質
問
　
給
食
の
食
材
は
地
元
の
物
が
ど

の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
次
長
　
令
和
7
年
度
小
中
学
校
合

計
値（
下
表
参
照
）。

質
問
　
今
後
自
給
率
の
調
査
が
必
要
と

考
え
る
が
村
の
見
解
は
。

教
育
次
長
　
数
値
化
す
る
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。地
産
地
消
の
会
議
を
栄

養
士
と
直
売
所
の
方
々
と
開
催
し
た
。情

報
交
換
を
し
、直
売
所
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

質
問　

夢
パ
レ
ッ
ト
坂
北
で
一
番
古
い

空
き
部
屋
は
、
12
年
間
空
い
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。現
在
30
戸
中
5
戸
空
い
て

い
る
。
人
口
増
加
対
策
で
早
期
入
居
者

確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
。

建
設
課
長
　
公
営
住
宅
は
、
村
内
で

1
0
8
戸
あ
り
、空
き
家
は
、夢
パ
レ
ッ

ト
坂
北
5
戸
、杉
の
越
団
地
1
戸
。入
居

者
募
集
は
、不
動
産
情
報
サ
イ
ト
、新
聞

広
告
、
子
育
て
応
援
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
8

年
度
も
継
続
し
て
実
施
予
定
。

質
問
　
温
泉
施
設
と
く
ら
、
坂
北
荘

の
経
営
状
況
、
1
月
末
、
と
く
ら
収
入

9
3
0
0
万
円
、支
出
1
億
5
0
0
0
万

円
、坂
北
荘
収
入
1
2
0
0
万
円
、支
出

2
8
0
0
万
円
、
早
期
の
経
営
改
善
が

必
要
と
考
え
る
が
。

村
長
　
第
三
者
に
お
願
い
し
て
、
経
営

改
善
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
村
の
課
題
に
つ
い
て
、
中
長
期

的
な
計
画
、
村
長
の
考
え
る
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
。

企
画
財
政
課
長
　
村
は
様
々
な
課
題
に

対
応
す
る
た
め
に
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
行
政
運
営
の
た
め
の
支
援
を
し
て

き
た
。第
二
次
筑
北
村
総
合
計
画
は
、今

後
10
年
。
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

は
、
今
後
5
年
。
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
は
、
令
和
四
年
か
ら
令
和
十
三

年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
分
野
別
に
計

画
を
策
定
し
進
め
る
。

質
問
　
防
災
ラ
ジ
オ
に
、
A
I
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
現
時
点
で
直
ち
に
切
り
替
え

る
考
え
は
な
い
が
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
子
供
た
ち
の
、
あ
ご
の
発
達
が

よ
く
な
い
の
報
道
、
噛
み
応
え
の
あ
る

給
食
提
供
の
考
え
。

教
育
長
　
指
摘
の
件
を
踏
ま
え
た
給
食

を
取
り
い
れ
て
い
る
が
、給
食
は
子
供
た

ち
の
楽
し
み
。硬
い
も
の
ば
か
り
と
は
出

来
な
い
。学
校
、家
庭
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。

役
場
の
組
織

夢
パ
レ
ッ
ト
坂
北
に
つ
い
て

給
食
費
無
償
化
事
業

温
泉
施
設
経
営
改
善

防
災
ラ
ジ
オ
に
、
A
I
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

子
供
の
あ
ご
の
発
達
と
給
食

中
長
期
的
な
村
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

玉
たまい

井 玲
れいこ

子吉
よしいけ

池 昌
まさあき

昭

食材別地元産使用率　　　　　　　単位：％
品目 使用率 品目 使用率

米 100 大根 39.5

ジャガイモ 70.3 キャベツ 25.2

白菜 67.7 キノコ類 98.0

ネギ 68.2 リンゴ 62.8

ナス 64.4 イチゴ 90.2

人参 47.2 味噌 100

質
問
　
キ
ャ
ダ
ッ
ク
が
本
城
八
木
地
区

か
ら
転
出
し
て
約
10
年
経
つ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
旧
工
場
の
解
体
や
跡
地
整
備

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
つ
い
て
、村
と

し
て
カ
ヤ
バ
株
式
会
社
へ
対
応
や
交
渉

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

村
長
　
旧
キ
ャ
ダ
ッ
ク
跡
地
は
現
在
カ

ヤ
バ
工
業
の
所
有
地
で
あ
る
た
め
、村
と

し
て
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
前
村

長
は
工
場
誘
致
の
方
に
紹
介
す
る
な
ど

の
動
き
が
あ
っ
た
が
、現
時
点
で
村
に
申

し
込
み
や
説
明
は
き
て
い
な
い
。

質
問
　
長
野
県
地
震
防
災
対
策
強
化
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
示
す
目
標
量
に
対

し
て
ど
の
程
度
備
蓄
が
達
成
し
て
い
る

か
。

総
務
課
長
　
県
と
市
町
村
の
共
通
方
針

と
し
て
、
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
断
層
帯

地
震
を
想
定
し
、
発
災
か
ら
3
日
分
の

物
資
を
村
・
県
・
家
庭
で
備
蓄
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。村
は
必
要
量
の
3
分

の
1
を
備
蓄
す
る
目
標
。
備
蓄
対
象
は

9
品
目
で
、村
で
は
ミ
ル
ク
・
子
供
用
お

む
つ・大
人
用
お
む
つ・ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
・
生
理
用
品
の
5
品
目
は
目
安
以

上
を
備
蓄
し
て
い
る
。一
方
、食
料
と
水

は
85
%
、簡
易
ト
イ
レ
95
%
、毛
布
70
%

の
達
成
率
。今
後
、段
階
的
に
備
蓄
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
公
的
備
蓄
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
各
家
庭
に
も

最
低
3
日
分
、
可
能
で
あ
れ
ば
7
日
分

の
食
料
備
蓄
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

質
問
　
防
災
倉
庫
は
ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
見
直
し
・
点
検
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
年
1
回
、
防
災
倉
庫
の
建

物
そ
の
も
の
と
、中
の
備
蓄
品
、物
資
の

異
常
等
、目
視
で
点
検
。備
蓄
品
そ
の
も

の
に
つ
い
て
は
、在
庫
管
理
書
を
エ
ク
セ

ル
シ
ー
ト
で
作
成
し
管
理
し
て
い
る
。

質
問
　
賞
味
期
限
、
使
用
期
限
切
れ
の

も
の
は
、い
つ
、
ど
の
よ
う
に
破
棄
し
て

い
る
か
。

総
務
課
長
　
賞
味
期
限
が
近
い
食
品
は
、

防
災
訓
練
で
希
望
す
る
区
や
常
会
に
提

供
し
て
試
食
に
活
用
。
期
限
が
1
カ
月

以
上
あ
る
も
の
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
提
供
す
る
場
合
も

あ
る
。
期
限
切
れ
の
物
資
は
適
切
に
処

分
。
飲
料
水
は
期
限
切
れ
で
も
手
洗
い

や
煮
沸
利
用
が
可
能
な
た
め
、
廃
棄
せ

ず
防
災
倉
庫
で
保
管
。

質
問　

温
泉
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受

け
、
新
年
度
に
向
け
た
具
体
的
方
針
は
。

村
長
　
提
言
を
重
く
受
け
止
め
、
指
定

管
理
へ
の
移
行
を
基
本
に
検
討
し
て
い

る
。
現
状
は
収
支
把
握
や
危
機
意
識
に

課
題
が
あ
り
、
早
急
に
見
直
し
を
進
め

て
い
く
。

質
問
　
収
支
改
善
計
画
の
早
期
策
定
が

重
要
と
考
え
る
が
、
現
時
点
で
計
画
の

策
定
に
着
手
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

誰
が
主
体
と
な
り
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。
現
状
の
現
場
責
任
者
は
。

観
光
課
長
　
現
時
点
で
計
画
は
未
着
手

で
あ
る
。
今
後
は
観
光
課
が
主
体
と
な

り
策
定
し
、
現
場
の
運
営
は
各
施
設
の　

支
配
人
が
担
う
。

質
問
　
と
く
ら
は
職
員
24
名
、
一
日
12

〜
13
名
体
制
で
、
人
件
費
率
79
・
4
%

と
高
い
。
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
施
設
を

改
善
す
る
に
は
、
高
い
経
営
感
覚
を
持

つ
リ
ー
ダ
ー
と
現
場
責
任
者
が
不
可
欠

で
あ
る
。
今
後
、
誰
が
責
任
を
持
ち
指

揮
を
と
る
の
か
。

村
長
　
現
時
点
で
明
確
な
指
揮
体
制
は

整
っ
て
お
ら
ず
課
題
で
あ
る
。今
後
は
観

光
課
の
再
編
に
よ
り「
村
づ
く
り
推
進

室
」へ
移
行
す
る
中
で
、責
任
の
所
在
を

明
確
に
し
、体
制
整
備
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
は
最

大
約
5
6
0
万
円
の
財
政
支
援
が
あ

り
、
他
自
治
体
で
は
改
善
事
例
も
あ
る
。

高
い
経
営
感
覚
を

持
っ
た
民
間
人
材

の
活
用
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

村
長
　
様
々
な
検
討

を
し
て
お
り
、
人
材

紹
介
の
動
き
も
あ
る
。

内
容
を
見
極
め
な
が

ら
、
指
定
管
理
も
含

め
最
適
な
運
営
形
態

を
4
月
以
降
に
判
断

し
て
い
く
。

旧
キ
ャ
ダ
ッ
ク
跡
地
利
用
に
つ
い
て

運
営
責
任
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

防
災
倉
庫
に
つ
い
て　

温
泉
検
討
委
員
会
の
提
言
に
対
す
る

村
の
認
識
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

収
支
改
善
計
画
の
策
定
と
責
任

体
制
に
つ
い
て

「
地
域
活
性
化
企
業
人
制
度
」
な

ど
民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て

千
ちば

葉 和
かずひさ

久庄
しょうじ

司 真
まみ

実
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質
問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
考
え
は
。

企
画
財
政
課
長
　
庁
内
に
つ
い
て
は

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
シ
ス
テ
ム
は
導
入
さ
れ

て
お
り
、
職
員
に
は
持
ち
運
び
で
き
る

ノ
ー
ト
P
C
を
支
給
し
て
い
る
。追
加
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
予
定
は
な
い
。議
会
は

執
行
と
別
組
織
の
た
め
、議
会
側
で
導
入

を
議
論
し
て
も
ら
い
、必
要
な
ら
予
算
措

置
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

質
問
　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
等
の
充
実
に

つ
い
て
。

企
画
財
政
課
長
　
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き

は
住
民
の
利
便
性
と
事
務
の
効
率
化
の

た
め
に
大
事
だ
と
認
識
し
て
い
る
。一
部

で
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
ツ
ー
ル
を
導
入
し
試

行
を
行
い
、夏
祭
り
の
出
店
募
集
や
庁
内

研
修
申
請
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
。利
用

状
況
や
ニ
ー
ズ
を
見
な
が
ら
、対
象
を
広

げ
て
活
用
を
促
進
し
て
い
く
。

質
問
　
施
設
の
空
き
状
況
が
見
え
る
予

約
・
決
済
シ
ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は
。

企
画
財
政
課
長
　
施
設
の
利
便
性
向
上

や
職
員
の
負
担
軽
減
に
は
、非
常
に
有
効

だ
と
考
え
て
い
る
。オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
の

手
数
料
や
各
施
設
の
通
信
環
境
、現
行
の

後
払
い
の
扱
い
、料
金
設
定
の
公
平
性
な

ど
課
題
も
あ
る
。こ
れ
ら
を
整
理
し
た
う

え
で
、初
期
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

も
含
め
て
検
討
を
始
め
て
い
く
。

質
問
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
に
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

総
務
課
長
　
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
に
は
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、高
齢
者
な
ど
ア
プ

リ
導
入
に
抵
抗
の
あ
る
方
も
多
い
。電
話

と
シ
ス
テ
ム
が
併
存
す
る
と
問
題
が
出
る

恐
れ
が
あ
り
、ま
ず
従
来
通
り
電
話
で
の

予
約
で
始
め
、状
況
を
見
な
が
ら
次
の
段

階
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
登
録
へ
向
け
た
考
え
方
と
当
初

予
算
未
計
上
の
理
由
は
。

村
長
　
私
自
身
、登
録
に
つ
い
て
は
前
向

き
に
考
え
て
い
る
。
今
後
、補
正
予
算
で

の
対
応
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

登
録
す
る
こ
と
で
、選
手
が
小
学
校
や
保

育
園
を
訪
問
す
る
な
ど
、子
ど
も
向
け
の

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
の
協
力
に

期
待
し
て
い
る
。

質
問　

令
和
4
年
12
月
定
例
会
で
、
村

内
工
芸
作
品
を
P
R
す
る
た
め
役
場
や

西
条
温
泉
と
く
ら
な
ど
人
が
集
ま
る
場

所
へ
の
展
示
ケ
ー
ス
設
置
を
提
案
し
検

討
し
た
い
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
3
年
が
経
過
し
て
も
検
討
状
況

や
実
施
の
有
無
が
明
ら
か
で
な
い
。
地

域
産
業
振
興
の
た
め
に
も
重
要
な
取
組

み
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
状

況
、
実
施
に
あ
た
っ
て
の
課
題
、
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

観
光
課
長
　
展
示
ケ
ー
ス
設
置
は
令

和
6
年
度
に
検
討
し
た
が
、
見
積
額
が

1
8
0
万
円
と
高
額
で
一
旦
保
留
に
し
た
。

工
芸
作
品
の
P
R
は
販
売
促
進
や
技
術

継
承
に
有
効
で
あ
り
役
場
や
西
条
温
泉

と
く
ら
へ
の
展
示
は
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。今
後
は
村
内
業
者
へ
再
見
積
り

を
依
頼
し
、費
用
が
高
額
の
場
合
は
本
城

公
民
館
の
棚
を
移
設
す
る
な
ど
可
能
な

限
り
費
用
を
抑
え
て
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

質
問
　
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝
は
供
用

開
始
か
ら
年
数
が
経
過
し
、
一
般
的
に

10
年
か
ら
15
年
で
更
新
が
必
要
と
さ
れ

る
時
期
を
迎
え
る
。
サ
ッ
カ
ー
場
の
改

修
に
は
、
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る

た
め
基
金
活
用
な
ど
財
源
の
確
保
を
進

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
現
在
の
検

討
状
況
、
財
源
確
保
の
見
通
し
、
実
施

時
期
を
伺
う
。

企
画
財
政
課
長
　
施
設
改
修
の
検
討
は
、

各
担
当
課
が
必
要
性
を
検
証
し
、今
後
3

年
間
で
必
要
な
改
修
は
実
施
計
画
に
位

置
づ
け
て
い
る
。
財
源
確
保
は
、
国
・
県

の
補
助
金
の
活
用
可
否
を
調
査
し
、補
助

金
が
見
込
め
る
場
合
は
起
債
を
裏
財
源

と
し
て
充
当
す
る
。令
和
8
年
度
か
ら
12

年
度
の
起
債
計
画
に
も
温
泉
施
設
や
体

育
施
設
の
修
繕
を
盛
り
込
む
準
備
を
進

め
て
い
る
。補
助
金
や
起
債
の
活
用
が
難

し
い
場
合
は
、基
金
繰
入
れ
で
対
応
す
る
。

令
和
7
年
度
補
正
予
算
第
7
号
で
は
、公

共
施
設
等
整
備
基
金
へ
1
億
円
積
み
立

て
て
い
る
。
実
施
時
期
は
、総
合
計
画
に

基
づ
く
実
施
計
画
を
基
本
と
し
つ
つ
、財

政
状
況
を
踏
ま
え
て
年
度
調
整
を
行
う
。

工
芸
作
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

芝
の
張
替
え
な
ど
施
設
の
改
善
に

つ
い
て

松
本
山
雅
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
制
度
登

録
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
へ
向
け
た
総

合
戦
略
に
つ
い
て

藤
ふじわら

原 孝
こういち

一山
やまだ

田 直
なおゆき

幸

質
問　

村
長
が
目
指
す
村
民
真
ん
中
に

つ
い
て
、
新
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
要
る
の
か
伺
う
。

村
長　

子
供
た
ち
へ
の
施
策
と
し
て
中

学
生
の
入
学
祝
い
金
を
1
万
5
千
円
か

ら
4
万
円
に
増
額
し
た
。ま
た
、通
学
定

期
の
補
助
1
万
円
を
4
月
か
ら
4
万
円

増
額
し
、上
限
5
万
円
と
し
た
。単
身
住

宅
建
設
に
つ
い
て
は
、場
所
の
選
定
他
に

1
1
0
0
万
円
。水
路
改
修
に
つ
い
て
は
、

1
1
0
0
万
円
か
ら
2
0
0
0
万
円
に
増

額
し
た
。

質
問　

副
村
長
の
登
用
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

副
村
長
に
つ
い
て
採
用
す
る
考

え
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、こ
れ
か
ら
私
の

施
策
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、私
の
施
策

と
合
わ
な
い
と
副
村
長
に
は
登
用
で
き

な
い
の
で
当
面
は
置
か
な
い
。

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

横
よこやま

山 敬
けい

建設産業常任委員会視察

議員定数についての検討を開始
　筑北村誕生から20年が経過し人口減少、少子高齢化が進む中、これまで議員定数についての検討はあった
ものの現実的に見直しが行われてはいない状況であります。これからの議会がどうあるべきなのかすべてに
おいて検証をする時期にあり、村民の方からご意見を聴く中でも現状を踏まえ先延ばしにせず今から進めて
いくことが望ましいと考え窪寺議長より議会運営委員会へ議員定数の在り方に関する諮問があり、総務常任
委員長を座長としてこの課題に取り組んでいきます。単に議員定数といっても検討していくことは多岐にわ
たります。人口推移・地域代表性・委員会活動への影響・なり手不足への対応などがあります。これらの検討
課題を調査研究し議員各々がこの課題に対して理解することで村民の皆様へお伝えすることができると考え
ております。来年８月の答申へ向け住民皆様からのご意見等も参考にしながら丁寧に進めてまいります。

議会運営委員　山田 直幸

　2月12日、建設産業常任委員会が開催され、夢パレット坂北および工
業団地の現地視察を行いました。
　夢パレット坂北については、3月末までに9戸の空きが出る見込みで
あり、（4月8日時点での空き5戸、うち1戸修繕中）入居状況も含め、空
室対策が課題となっています。中には長期間空室となっている部屋もあ
り、定住促進住宅としての役割を十分に果たせていない状況です。現行
の年齢制限や単身入居不可といった条例については、見直しも含めた入
居促進策が必要だと感じました。
　一方で、住宅は3ＬＤＫで家賃3万6千円と手頃で、室内もきれいに整
備されています。敷地内には広場やすべり台もあり、子どもたちの姿も多く見られました。小さなお子さんの
いるご家族にとっては、移住先としても十分に魅力のある環境だと感じました。
　工業団地では、盛土作業など現在の整備状況について説明を受けました。今後の周辺開発も含め、企業誘
致は村の将来に直結する重要な課題であり、より一層力を入れて取り組む必要性を改めて実感しました。

建設産業常任委員会　副委員長　千葉 和久
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令和8年3月定例会審議結果
1．賛否の別れた議案

件　名

各議員の賛否
議決の
結果

𠮷　

池

藤　

澤

若　

林

勝　

田

一
之
瀬

玉　

井

横　

山

千　

葉

庄　

司

山　

田

藤　

原
令和8年度筑北村一般会
計予算 ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可　決

令和8年度筑北村とくら温泉
施設特別会計予算 ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可　決

令和8年度筑北村差切峡
温泉施設特別会計予算 ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可　決

2．全会一致で可決された議案
令和7年度筑北村一般会計補正予算［第7号］
令和7年度筑北村バス事業特別会計補正予算［第2号］
令和7年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算［第2号］
令和7年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算［第2号］
令和7年度筑北村介護保険特別会計補正予算［第3号］
令和7年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算［第4号］
令和7年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算［第3号］
令和7年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算［第2号］
令和7年度筑北村簡易水道事業会計補正予算［第４号］
令和7年度筑北村集落排水事業会計補正予算［第４号］
令和7年度筑北村合併浄化槽事業会計補正予算［第2号］
令和8年度筑北村バス事業特別会計予算
令和8年度筑北村国民健康保険特別会計予算
令和8年度筑北村後期高齢者医療特別会計予算
令和8年度筑北村介護保険特別会計予算
令和8年度筑北村冠着温泉施設特別会計予算
令和8年度筑北村簡易水道事業会計予算
令和8年度筑北村集落排水事業会計予算
令和8年度筑北村合併浄化槽事業会計予算
筑北村課設置条例の一部を改正する条例について
筑北村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
筑北村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
筑北村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
筑北村防災行政無線施設設置及び管理等に関する条例について
筑北村情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例について
筑北村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
筑北村体育施設設置条例の一部を改正する条例について
筑北村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について
筑北村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例について
筑北村坂井体験農園施設の指定管理者の指定について
過疎地域持続的発展計画の策定について
村道路線の認定及び廃止について
松塩筑木曽老人福祉施設組合規約の変更について

「議案第13号 令和８年度筑北村一般会計予算」に対する附帯決議について

3．請願・陳情
簡易水道基盤強化のための予算確保を求める意見書

　令和 8 年 3 月定例会において「令和 8 年度筑北村一般会計予算」が賛成多数により成立いたしました。
今回の予算審議では、村が運営する温泉施設（西条温泉とくら、坂北荘、冠着荘）の経営状況が大き
な焦点となりました。

■ 附帯決議に至った背景
　ここ数年、温泉施設特別会計における赤字補填のための一般会計からの繰出金が増加し続けていま
す。このままでは村の財政に極めて大きな影響を与え、村民一人あたりの負担も増大していくことが
懸念されます。
　議会としては、予算を否決すれば村民の皆様の生活に多大なるご迷惑をお掛けすることになるため、
苦渋の選択として予算案を認める一方で、経営改善を強く求める「附帯決議」をあわせて行いました。

■ 附帯決議の内容
　議会は村に対し、令和8年度予算の執行にあたって以下の3点を速やかに履行するよう求めています。
⑴運営形態の再検討　

現在の直営方式を根本からゼロベースで見直し、指定管理の導入、さらには施設の譲渡や廃止も選
択肢から排除せず、持続可能な方向性を年内（令和 9 年度予算編成前）に示すこと。

⑵経営改善ロードマップの策定と公表 
赤字要因を徹底的に分析し、具体的な「経営改善ロードマップ」を早急に策定すること。また、そ
の内容を速やかに村民の皆様へ公表・説明すること。

⑶議会への定期的な進捗報告 
策定したロードマップの進捗状況および収支実績について、四半期ごとに議会の建設産業常任委員
会へ報告すること。

■ 今後の対応
　議会は、今回の附帯決議が守られ、健全な運営が行われるよう厳しく監視するとともに、提出され
る議案についても引き続き慎重に審議してまいります。

議会運営委員会
委員長　勝田　曻

令和8年度当初予算が成立
温泉施設の赤字補填削減に向けた

「附帯決議」を採択

「附帯決議」とは ? 
　議案を可決する際に、議会の意思を表明するために行う決議です。法的拘束力はありませんが、村執行
部（村長等）は議会の意思として道義的に尊重することが求められます。
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3
月
15
日
、
本
城
公
民
館
に
て
第
2

回
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
松

本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
楽
団
を
は
じ
め
、
聖
南

中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
が
参
加
し
、
昨

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

1
0
0
名
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、弦

楽
器
・
管
楽
器
・
ギ

タ
ー
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
楽
器
に
よ
る
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
、
飲

食
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
世
代
を
超

え
て
楽
し
め
る
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
と
出
演
者

が
一
体
と
な
り
、
交
流

の
輪
が
広
が
る
心
温

ま
る
ひ
と
時
に
な
り
ま
し
た
。

4
月
21
日
に
は
、
筑
北
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
よ
り
、チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
募
金
の
一
部
を
活

用
し
、音
が
出
る
知
育
絵
本
が
筑
北
ひ
ま

わ
り
保
育
園
へ

寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち

の
音
楽
教
育
に

役
立
て
て
ほ
し

い
と
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、

園
児
た
ち
は
笑

顔
で
受
け
取
り
、

さ
っ
そ
く
音
を
鳴

ら
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

■
聖
南
中
学
校 

全
校
生
徒
と
地
域

で
芝
桜
を
植
え
る

4
月
24
日
、
聖
南
中
学
校
校
門
前

の
通
学
路
の
脇
に
、
全
校
生
徒
と
地

域
の
方
々
が
一
緒
に
芝
桜
を
植
え
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
業
が
始
ま
っ
た
直
後
は
、
生
徒

と
地
域
の
方
の
間
に
ど
こ
か
遠
慮
し

た
空
気
が
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一

緒
に
土
を
掘
り
、
苗
を
並
べ
、
水
を

や
っ
て
い
く
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
会

話
が
生
ま
れ
、
笑
い
声
が
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
ふ
う
に
、
生
徒
と
地
域
の

方
の
距
離
が
自
然
と
近
づ
い
て
い
っ

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
校

長
先
生
。

生
徒
た
ち
が
毎

日
通
る
こ
の
道
が
、

今
日
植
え
た
芝
桜

で
い
っ
ぱ
い
に
咲

く
日
が
、
も
う
待

ち
遠
し
い
気
持
ち

で
す
。
聖
南
中
学

校
と
い
う
存
在
が

ぐ
っ
と
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
一
日
で
し

た
。
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ホームページ
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コ
ラ
ム

春
が
あ
っ
と
い
う
間
に
や
っ
て
来

ま
し
た
。
草
木
が
芽
吹
き
、
や
わ
ら
か

な
陽
ざ
し
に
包
ま
れ
て
、田
畑
の
農
作

業
も
本
格
的
に
始
ま
る
季
節
で
す
。朝

晩
に
は
ま
だ
少
し
冷
た
さ
が
残
る
も

の
の
、
日
ご
と
に
春
の
深
ま
り
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

春
に
な
る
と
思
い
出
す
の
は
、「
さ

よ
な
ら
は
別
れ
の
言
葉
じ
ゃ
な
く
て
、

再
び
会
う
ま
で
の
遠
い
約
束
」
と
い
う

歌
の
一
節
で
す
。
別
れ
に
少
し
の
寂
し

さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ
の
先
に
新
し
い

出
会
い
が
待
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
春

は
や
は
り
特
別
な
季
節
だ
と
感
じ
ま

す
。
別
れ
よ
り
も
出
会
い
の
多
い
こ
の

時
期
を
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
過
ご
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
言

い
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
ど
こ
か

４
月
の
方
が
自
然
な
節
目
の
よ
う
に

思
え
ま
す
。
自
然
も
人
の
暮
ら
し
も
動

き
出
す
こ
の
季
節
に
、
気
持
ち
を
新
た

に
し
な
が
ら
、
自
分
の
歩
幅
で
日
々
を

重
ね
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

こ
の
春
が
地
域
の
皆
様
一
人
ひ
と

り
に
と
っ
て
、
あ
た
た
か
く
実
り
の
あ

る
日
々
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。み

ぃ
や
ん

4
月
に
な
っ
て
か
ら
桜
が
咲
き
始

め
た
4
月
11
日
に
、
筑
北
曼
荼
羅
ツ

ア
ー
企
画（
村
民
企
画
主
催
）で「
桜・

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」&「
坐
禅
体
験
」

ツ
ア
ー
を
開
催
し
村
外
4
名
の
参
加

者
で
歩
き
ま
し
た
。

坂
北
駅
を
10
時
過
ぎ
に
出
発
し
、

篠
ノ
井
線
の
高
架
を
く
ぐ
り
、
国
道

4
0
3
号
線
の
六
工
信
号
機
を
渡
り
、

5
分
位
で
東
条
川
付
近
の
六
工
・
中

島
地
区
の
桜
並
木
に
到
着
し
ま
し
た
。

こ
こ
の
桜
並
木
は
総
延
長
約

5
0
0
m
で
東
条
川
と
高
速
長
野
自

動
車
道
高
架
橋
が
重
な
る
付
近
に
あ

り
ま
す
。
当
日
は
ま
だ
満
開
で
は
な

い
が
、快
晴
の
下
で
、高
架
橋
の
後
方

に
は
ア
ル
プ
ス
の
頭
が
覗
か
せ
た
景

色
と
八
分
咲
き
の
桜
並
木
を
散
策
し

ま
し
た
。

桜
並
木
を
後
に

し
て
、
道
の
駅
さ
か

き
た
へ
向
か
い
ま

し
た
。
途
中
、
田
ん

ぼ
の
中
に
一
本
の

し
だ
れ
桜
を
堪
能

し
、道
の
駅
に
到
着

し
て
昼
を「
食
事
処

も
え
ぎ
亭
」
で
、
皆

さ
ん
で「
煮
込
み
う
ど
ん
」を
頂
き
ま

し
た
。

道
の
駅
を
後
に
し
て
一
路
碩
水
寺

へ
登
り
坂
を
上
が
っ
て
行
く
と
広
大

な
ア
ル
プ
ス
が
望
め
て
感
動
し
て
い

ま
し
た
。

そ
し
て
坐
禅
体
験
は
「
里
山
坐
禅

会
」
の
方
か
ら
坐
禅
の
作
法
の
説
明

を
受
け
て
、
今
日
一
日
を
走
馬
灯
の

よ
う
に
各
々
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

八分咲き・桜の下を散策

平打ち味噌の煮込みうどんの堪能

碩水寺での椅子を使った坐禅体験 糀屋地区からの景色
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聖
南
中
学
校

❖
井い

で出 

幸こ
う
す
け輔 

教
頭
先
生 

数
学

❶
サ
ッ
カ
ー 

❷
電
車
の
音
が
大
き
い
。 

❸
何
で
も
や
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

❖
卯う

の
は
ら
之
原
千ち

え絵 

先
生 

不
登
校
支
援

❶
読
書
、
楽
器
演
奏
。
マ
マ
さ
ん

ブ
ラ
ス
で
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹

い
て
い
ま
す
。 

❷
自
然
豊
か
。
聖
南
中
の
校
舎
が

き
れ
い
。 

❸
生
活
や
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

❖
小こ

ば
や
し林 

花は
な菜 

先
生 

2
年
生 

音
楽

❶
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
な
ど
、
体
を
動
か
す
こ
と

も
大
好
き
で
す
。 

❷
の
ど
か
な
景
色
に
、
な
ん
だ
か

ほ
っ
と
し
ま
す
。 

❸
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
が

大
好
き
で
す
！
筑
北
村
で
し
か

で
き
な
い
こ
と
、
筑
北
村
な
ら

で
は
の
こ
と
を
沢
山
見
つ
け
て

飛
び
込
ん
で
ト
ラ
イ
し
た
い
で

す
！

❖
浅あ

さ
ぬ
ま沼 

佐さ
き季 

先
生 

事
務
職
員

❶
温
泉
・
サ
ウ
ナ
め
ぐ
り 

❷
の
び
や
か
で
気
が
休
ま
る
村 

❸
本
年
度
か
ら
聖
南
中
学
校
で

事
務
職
員
と
し
て
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
村
の
人
々
と
つ
な

が
り
な
が
ら
明
る
く
頑
張
り

ま
す
！ 

❖
髙た

か
は
ら原 

里り
か佳
先
生 

養
護
教
諭

❶
バ
レ
ト
ン（
バ
レ
エ
・
ヨ
ガ
・

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
組
み
合
わ
せ

た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
） 

❷
見
晴
ら
し
が
よ
く
て
、
心
が
解

放
さ
れ
る
感
じ
！ 

❸
筑
北
村
に
勤
務
す
る
の
は
初
め

て
な
の
で
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
す
。
同
じ
く
ら
い
ワ
ク
ワ
ク

も
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
日
々
が
楽
し
み
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❖
堀ほ

り
う
ち内 

翼た
す
く 

先
生 

1
年
生 

数
学

❶
ギ
タ
ー
、哲
学
書
を
よ
む 

❷
と
て
も
興
味
が
わ
い
て
く
る
所

で
す
！ 

❸
こ
こ
で
し
か
出
来
な
い
経
験
を

新
任
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
任
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

①
趣
味
・
特
技
は
？

②
筑
北
村
の
第
一
印
象
は
？

③
自
己
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま

す
！

館
報
編
集
後
記

第
1
2
3
号
館
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
度
か
ら
情
報
部

に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
な
ん
と
な
く

目
を
通
し
て
い
た
館
報
を
、
ま
さ
か
自

分
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。ご
縁
が
あ
り
編
集

を
任
せ
て
い
た
だ
き
、
取
材
や
写
真
撮

影
を
通
し
て
、
普
段
何
気
な
く
過
ご
し

て
い
る
村
の
中
に
、た
く
さ
ん
の
魅
力
や

温
か
さ
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。新
た
な
発
見
も
多
く
、と
て
も
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
第
1
回
の

会
議
で
表
紙
の
写
真
を
決
め
る
際
、
桜

が
咲
く
時
期
を
予
想
し
て
い
た
の
で
す

が
、実
際
に
そ
の
頃
に
な
る
と
満
開
の
桜

を
見
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
経
験
豊
富
な
先
輩
方
の
す
ご
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
頼
も
し
い
先
輩
方
に

ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
、読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
広

報
を
お
届
け
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。人
と
の
つ
な
が
り
や
日
々
の
出
来
事

を
大
切
に
し
な
が
ら
、楽
し
み
つ
つ
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

め
い
の
じ

積
み
た
い
と
思
い
ま
す
！
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❖
太お
お
た田 

幸さ
ち
こ子 

先
生 

給
食
調
理
員

❶
趣
味
は
食
べ
歩
き
と
料
理
を
作

る
こ
と
で
す
。 

❷
空
は
青
く
、
空
気
が
美
味
し
い

で
す
。 

❸
い
つ
も
明
る
く
、
ニ
コ
ニ
コ
で

す
。

筑
北
小
学
校

❖
中な

か
じ
ま島 

政ま
さ
き樹 

先
生

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
‐
Ｔ
Ｏ
Ｎ 

太
陽
学
園
推
進

❶
秋
田
犬
・
バ
ン
ド
活
動
・
岩
魚

釣
り
。

❷
桃
源
郷
。 

❸
筑
北
村
で
岩
魚
が
釣
れ
る
所
は

あ
り
ま
す
か
？
ど
ん
な
こ
と
も

広
く
浅
く
興
味
が
あ
り
ま
す
。

筑
北
の
魅
力
に
た
く
さ
ん
触
れ

た
い
と
思
い
ま
す
！ 

❖
倉く

ら
さ
か坂 

卓た
く
や也 

先
生 

3
年
生

❶
さ
ん
ぽ
、
趣
味
で
花
や
野
菜
を

作
っ
て
ま
す
。 

❷
い
つ
も
通
過
し
て
い
る
ば
か
り

で
し
た
が
、
四
季
の
う
つ
り
か

わ
り
が
と
て
も
よ
く
感
じ
ら
れ

る
村
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。 

❸
い
い
歳
で
す
が
子
ど
も
た
ち
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頑
張
っ
て
受
け

止
め
て
、
一
緒
に
楽
し
く
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❖
羽は
が下 

理り
か加 

先
生 

5
年
生

❶（
趣
味
）カ
フ
ェ
巡
り
、文
房
具

集
め
。（
特
技
）歌
。

❷
篠
ノ
井
線
と
山
の
景
色
が
素

敵
！
子
ど
も
た
ち
が
元
気
！ 

❸
筑
北
の
こ
と
を
早
く
知
っ
て
、

み
な
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
し
て

い
き
た
い
で
す
！
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

❖
久く

ぼ
た保田 

ナ
ミ 

先
生
給
食
調
理
員

❶
趣
味
・
特
技
：
し
っ
か
り
寝
る　

よ
く
食
べ
る 

❷
生
ま
れ
も
育
ち
も
村
な
の
で
…

交
通
の
便
は
良
い
で
す
ね
。

❸
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
つ
く

る
の
が
目
標
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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筑北ひまわり保育園

坂井保育園

おめでとうございます。
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５ 月 ・ ６ 月 ・ ７ 月 の 行 事 予 定

６ 月

日にち 内 容

3 日（水） 救急法講習会

4 日（木） 理学療法士相談

11 日（木）ベビーマッサージ

12 日（金）おひさまコンサート

18 日（木）ベビーマッサージ

詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご確認ください。

７ 月

日にち 内 容

2 日（木） 理学療法士相談

9 日（木） ベビーマッサージ

21 日（火） キッズビクス

22 日（水） 7 ヵ月相談

28 日（火） 乳幼児健診

30 日（木） ベビーマッサージ

５ 月

日にち 内 容

7 日（木）理学療法士相談

15 日（金）7ヵ月相談

14 日（木）ベビーマッサージ

19 日（火）キッズビクス

22 日（金）2 歳児健康相談

26 日（火）乳幼児健診

28 日（木）ベビーマッサージ

29 日（金）避難訓練

✿～今年度もよろしくお願いいたします～✿

はじまりの会 スタッフ紹介～よろしくお願いします～

ふれあいあそび

楽しいね♪

「何でも相談してください」

　こども家庭センターは、妊娠期から18歳までのお子さんとご家族の相談場所として、細やかな支援をしていま
す。また、交流や情報共有の場、学びの場としてもご活用いただけ、プレイルームでは、お子さんの成長に合わせ
たあそびの提供を行っています。
　今年度の『おひさまの森』事業も楽しい行事を計画していますので、是非お出かけ下さい。
　スタッフ一同お待ちしております。

こども家庭センターだよりこども家庭センターだより

坂井保育園

幼児教育指導員給食調理員

筑北ひまわり保育園

年中・たんぽぽ組園長

０・１歳児・ひよこ組年少・ちゅうりっぷ組 ２歳児・つくし組

年長・さくら組

給食調理員

園長 未満児組

その他、延長保育・一時保育・
代替保育士・バス添乗・交流バス運転手・
環境整備の職員もいます。

職員一同お世話になります。

今年度も子どもたちを真ん中に地域にたくさん出掛けます。
多くの皆さんと関われるのを楽しみにしています。

ぜひお力添えいただけるとうれしいです。

子どもとの遊び、特技を生かした活動、
保育のお手伝い等で無理をせずに参
加していただければ結構です。
子どもたちと関わってみませんか？
＜問い合わせ先＞

筑北ひまわり保育園 66-2043
坂井保育園 67-2153

筑北村二保育園応援団
（ボランティア）を募集中！

カエル
みつけた！

泡でままごと

新入のお子さんも、ひとつ大きいクラスになった子たちも元気
いっぱい！好きなことで友だちと関わって遊んでいます。

お水気持ちいい!

ご入園・ご進級おめでとうございますご入園・ご進級おめでとうございます
筑北村二保育園です。今年度もよろしくお願いいたします筑北村二保育園です。今年度もよろしくお願いいたします
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筑 北 村 図 　 書 館 だ よ り筑 北 村 図 　 書 館 だ よ り

2026年　本屋大賞発表！2026年　本屋大賞発表！

　全国の書店員が選ぶ本屋大賞、今年は朝井リョウさん著『イン・ザ・メガチャーチ』が選ばれまし
た。この他、本屋大賞ノミネート作は図書館に展示してあります。

筑北村図書館　お問い合わせ先　TEL 66-1115

春休みおはなし会　　　　　　　　　　　３月30日春休みおはなし会　　　　　　　　　　　３月30日 手作り絵本を紹介します手作り絵本を紹介します

今回は、坂北地区の「もりの子おはなしの会」のみなさんにお願いしました。はじめの影絵
では、いろんな恐竜たちが登場して、その滅亡までの歴史を見せてくれました。影絵のパーツ
は、みなさんの手作りだそうです！次に、絵本「あらしのよるに」を大きなスクリーンに映しな
がら読み聞かせをしてくれました。みんな真剣に見入っていました。最後の工作では、息を吹き
かけて回す「ふきゴマ」を作りました。色をつけて、カラフルなコマが出来上がりました。

本城地区乱橋の「すず菜会」は、地域の活動として、郷土食づくり、ゲームや体操、講演を聞
くなど、様々な活動をしています。この会の活動は平成30年からはじまり、8年を迎えるそうで
す。この度、会のメンバーである西澤徳江さんから聞き取りした昔ばなしを、絵と文を中村恭子
さん、製作をすず菜会で「橋姫とおこやさま」という絵本にしました。図書館にも寄贈いただ
いたので、ご覧になりたい方は図書館までお越しください。

お知らせお知らせ

◆ ボードゲームであそぼう！！
日 時 : 令和8年5月31日（日）14時～ 16時
場 所 : 筑北村図書館　１階談話室または２階会議室
対　 象 : どなたでも

（大人も大歓迎、小学校２年生までのお子さんは
必ず保護者の方と参加してください。）

◆ 読み聞かせ講座
塩尻市図書館 読書推進アドバイザー北原まりさんを講師に迎えて開催します。読み聞かせに興味
がある方、始めようと思っている方、お子さんに読んであげたいと思う方など参加しませんか？

日 時 : 令和8年6月28日（日）11時～ 12時30分
場 所 : 筑北村図書館　2階多目的室
対 　 象 : 今回は大人の方に限ります。申込・詳細は後日にお知らせします。

参加費：無料
申し込み不要　出入り自由！
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［印刷］川越印刷株式会社

※環境保全に対応し
た紙と、環境に優し
い植物性油インク
を使用しています。
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